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       資 料７  

 

東京海区漁業調整委員会指示（遊漁者によるひき縄釣）について 

 

１ 指示事項 

遊漁者によるひき縄釣の制限 

 

２ 指示を行った背景等 

  島しょ地域で、遊漁者によるひき縄釣の要望が高まり、従来、調整規則で禁止

していたが規則を改正して遊漁者にも開放した。しかし、島しょ漁業との競合・

トラブル防止、資源保護のため指示で承認制とする。 

 

３ 指示開始年 

  平成１８年７月１２日（第１３回東京海区漁業調整委員会で決定） 

 

４ 有効期間 

  令和６年２月１日から令和７年１月３１日まで 

 

５ 指示の目的 

  島しょ漁業との競合・トラブル防止、資源の保護 

 

６ 指示の対象者 

  地元漁協の同意を得た団体に承認 

 

７ 対象魚種 

  かつお、まぐろ、かじき等 

 

８ 主たる内容 

・ 地元団体が主催又は共催等して行われるもので、漁協の同意を得たイベント

のみ承認 

・ 東京都内湾海域禁止 

・ 伊豆諸島及び小笠原諸島の陸岸から、２,０００ｍ以内禁止 

・ １月１日から６月３０日まで禁止（ただし、三宅島は、２月１日から５月３

１日まで禁止。八丈島は、２月１日から４月３０日まで禁止） 
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東京漁調指示第９号 (案) 

 

 東京海区におけるひき縄釣（釣糸及び釣針を有する漁具を、船舶を使用してひきま

わして行う釣漁法をいう。以下「この漁法」という。）による水産動物の採捕につい

て、漁業法(昭和２４年法律第２６７号)第１２０条第１項の規定に基づき、次のとお

り指示する。 

 

 令和５年１１月  日 （公報登載日） 

 

東京海区漁業調整委員会 

                                   会 長  有 元 貴 文 

 

（採捕の承認） 

１ この漁法により水産動物を採捕しようとする者は、東京海区漁業調整委員会（以

下「委員会」という。)の承認を受けなければならない。 

なお、次のいずれかに該当する場合はこの限りでない。 

(1) 漁業者が漁業を営むために行う場合又は漁業従事者が漁業者のために従事し

て行う場合 

(2) 試験研究機関等が試験研究のために行う場合 

（承認基準） 

２ 承認は、次に掲げる条件をすべて満たすイベントについて行うこととする。 

 (1) この漁法を用いることにより、水産資源の保護培養及び漁業調整上重大な支

障が生じるおそれがないこと。 

(2) 地元団体が主催又は共催等して行われるイベントであって、実施及び開催期

間について、開催根拠地となる漁業協同組合の同意を得ていること。 

(3) 東京都に所在する漁港等を根拠地として行われるもの 

(4) この漁法を行う予定海域の関係漁業協同組合の同意を得ていること。 

 (5) 主催者等がイベントの実施に際して、法令等の遵守に係る誓約を行うこと。 

（採捕の禁止） 

３ 採捕の承認を受けた場合であっても、次に掲げる区域及び期間は、この漁法によ

る水産動物の採捕を行ってはならない。 

 (1) 東京都内湾海域は、周年禁止とする。 

 (2) 東京都内湾海域を除く東京海区（いずれも属島及び礁を含む。）の各島最大

高潮時海岸線から２,０００メートル以内の海域 

(3) 令和６年２月１日から同年６月３０日まで及び令和７年 1月 1日から同月３

１日まで(ただし、三宅島周辺海域にあっては、令和６年２月１日から同年５

月３１日まで及び八丈島周辺海域にあっては、同年２月１日から同年４月３０
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日まで)の期間 

（取扱要領） 

４ この指示に定めるもののほか、承認に関する取扱いについては、別に委員会が定

めるところによる。 

（指示の有効期間） 

５ この指示の有効期間は、令和６年２月１日から令和７年１月３１日までとする。 

 

 

 

 

 

                     注）：      今回の変更箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


